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割合

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト 課題の要件を満たしている。

中間・学期末試験 これまで学習してきたことが身についている。

成績評価の方法と基準

第7回目  Unit 6 Eliica、頻出イディオム６＜動詞＋副詞＋前置詞＞型

評価の領域 評価の基準

第11回目  Unit 10 Corporate Restructuring、頻出イディオム１０＜be＋形容詞＋前置詞＞型１

第12回目  Unit 11 It Could Have Been Worse、頻出イディオム１１＜be＋形容詞＋前置詞＞型２

第13回目  Unit 12 The Problem of Bullying (1)、頻出イディオム１２＜be＋過去分詞＋前置詞＞型

第14回目  Unit 13 The Problem of Bullying (2)、頻出イディオム１３＜be＋形容詞/副詞/過去分詞＋to＋不定詞＞型

第15回目  まとめと試験(答え合わせと解説）

第10回目  Unit 9 Renewable Energy Sources、頻出イディオム９＜動詞＋[　]＋前置詞＞型２

第8回目  Unit 7 A Female Astronaut、頻出イディオム７＜動詞＋名詞＋前置詞＞型

第9回目  Unit 8 Flags of Our Fathers、頻出イディオム８＜動詞＋[　]＋前置詞＞型Ⅰ

授業参加態度
授業に集中し、必要なことはきちんとノートに取る。　疑問があれば積極的に質問す
る。

予習・復習をすること。　辞書、電子辞書等必ず持参すること。　食べ物・飲み物の持ち込み、携帯電話の使用禁止。

発表内容（態度含む）

その他

教科書：　Reading Forerunner (金星堂）、　English20/20　(南雲堂）

教科書と参考図書

佐野短期大学シラバス2013

単位数

2単位 選択

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

本館２F 授業中に指示します

（特になし）

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

この授業では、現代社会のさまざまな問題に触れながら、やさしい英文を素材に基礎的な英文読解力の養成を目指す。学生の
興味を引くような身近な話題について、250～300語程度の英文を読み、英文を理解する力、文法事項の理解力を養成する。

さまざまな話題について多くの英文を読み、必要な英文を暗誦し、覚える。また、時には、グループを構成し、基礎的な文法
知識や表現法を再確認し、グループごとに発表してもらう。毎時間、単語とidiomの小テストを行う。

火曜、水曜１１時から１
６時（授業時間を除く）

氏名

授業の到達目標

科目名
開講年次 開講学期 曜日・時限

Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報

授業の形態 授業の性格

演習

特になし

佐　藤　秀　一

リーディング　Ⅰ

Reading Ⅰ
1年 前期

オフィスアワー

第2回目  Unit 1 Nature Photographer Satoshi Kuribayashi、頻出イディオム１<動詞＋副詞>型１

第3回目  Unit 2 How Will Electronic Money Change Your Life?、頻出イディオム２＜動詞＋副詞＞型２

①やさしい多くの英文を読み、読解力を高めることができるようにする。
②英文理解のコツをつかむことができるようにする。
③英文を暗誦し、スピーキングへと繋げることができるようにする。
④語彙力をbuild upし、多くのidiomを覚えることができるようにする。
⑤文法事項の知識を確かなものにできるようにする。

授業の方法

この授業を履修すると、あなたは
①日本語に翻訳することなく英文を理解できる。
②語彙力を高め、多くのidiomを身につけることができる。
③文法事項の理解を確認でき、文法的知識を確かなものにできる。

第1回目  ガイダンス・概要説明

第6回目  Unit 5 Daisuke Matsuzaka、　頻出イディオム５＜動詞＋前置詞＞型３

第4回目  Unit 3 Doing the Right Thing、頻出イディオム３＜動詞＋前置詞＞型Ⅰ

第5回目  Unit 4 Can the Internet Break Cultural Barriers?、頻出イディオム４＜動詞＋前置詞＞型２

別途、時間割表参照


